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中性子照射を行った固体リチウム(Li)を加熱し、液体 Li から気相へのトリチウム(T)放出挙動を観測した

結果、窒素濃度が高い試料では T の加熱放出率が大きい傾向が確認された。この結果は、Li 試料の窒化が

気相への脱離を促進する可能性を示唆している。 
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1. 緒言 

核融合炉において、重水素とトリチウムの反応によって発生する高エネルギー中性子がブランケット構造

材料に与える特性変化や、生成された T 挙動を正確に評価するため、核融合中性子源(A-FNS)の開発が進め

られている[1]。A-FNS では液体 Li ターゲットが使用されるが、液体 Li は水素同位体の溶解度が非常に大き

く毎年数グラムの T が生成されると考えられている。T は移動性の高い放射性同位体元素であり、施設の安

全運転確保のためには T の管理・制御が重要である[2]。本研究では、京都大学研究用原子炉において固体 Li

に中性子を照射し、加熱による液体 Li から気相への T 移行挙動を調べた。 

2. 実験 

 Ar 雰囲気で満たされたグローブボックス内で、T 含有 Li 試

料と添加用純 Li を Mo 坩堝内に設置し、石英管に封入した。

石英管を Li 加熱実験装置(Fig.1)に移し、Ar ガスを流通させな

がら電気炉で 600 ℃に加熱した。加熱中に Li から脱離した T

蒸気は水バブラーで捕集した。加熱終了後、Mo 坩堝を水滴下

用装置のフラスコ内に移し、水溶解法により T を HT 及び

HTO の形で放出させ、水バブラーで捕集した。捕集後、液体

シンチレーションカウンタを用いて、水バブラーの T 濃度を

測定した。実験終了後、使用した Li 試料の窒素濃度を測定した。 

3. 結果・考察 

 Fig.2 に試料 1(窒素濃度 5506 wppm)の加熱及び水溶解法

で回収した T の化学形と放出量の比較を示す。試料 1 では

主に HT の形で放出されることが確認された。また T 総量

のうち、最終的な気相への加熱放出率は約 42 %に留まっ

た。試料 2(窒素濃度 7298 wppm)においても試料 1 と同様

の結果が得られ、T 総量のうち、気相への加熱放出率は約

44 %に留まった。これらの結果から、窒素濃度が高い試料

では T の加熱放出率が大きい傾向が確認された。 
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Fig.1 Li 加熱実験装置 

Fig.2 T 放出化学形（試料 1） 
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